














 

まえがき 

 染色体の数的異常を生ぜしめる原因には,母体の加齢,遅延排卵・遅延受精に

よる卵子の過熟など,卵子のエイジングがあげられるが,またステロイドホルモ

ンや性腺刺激ホルモンの作用も問題視されている。これら母体の生理的条件と

密接な関連をもつ染色体異常誘発因子を多角的に検討しておくことは,放射

線・化学物質等環境変異原の染色体に及ぼす作用を適確に評価するうえで極め

て重要な基礎をなすものである。 


